
受賞技術 ワイヤロープ式防護柵 

技術開発者 株式会社 高速道路総合技術研究所 村松 忠久 

 
受賞にあたって 

 この度は、栄誉ある国土技術開発賞の優秀賞を賜り誠にありがとうございます。技術開発者
の一人として大変光栄なことであり、心より感謝しております。 

 暫定二車線の高速道路では、ひと度交通事故が発生すると、対向車線を走行中の方ももらい
事故で被害にあうケースが多いことから、これらの事故を減らすための安全性の向上が大きな
課題でした。ワイヤロープの開発にあたっては、対向車線へ逸脱させないことは勿論、狭小な
場所に設置でき、かつ、設置・撤去などの維持管理が容易にできることに重点を置きながら開
発を進め、現地での試行設置による検証を経て、本格設置することとなりました。本技術の活
用により、道路をさらに安心して走行していただき、交通事故による死傷者の撲滅に少しでも
寄与できることを心から願っております。 

 本技術の開発、評価に際しては多くの組織や関係者の方々にご指導、ご助言およびご協力を
仰ぎました。本来は個々に記してお礼を申し上げるべきところですが、皆様にはお許しを頂い
て、ここに衷心より感謝申し上げます。 

受賞後の動き 

 今後も、道路交通の安全性向上のための検討を行い、より安全で快適な高速道路環境の提供
に役立つよう、引き続き努力を続けてまいります。 

 


